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海外住宅情報シリーズ⑲

スコットランドにおける高齢者向け住宅と住宅協会の活動
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1，はじめに

高齢者人し」の急速な増加とそれに対応する高齢

者向け住宅政策は，十一本同様，英国のおいても重

要な課題である。しかし，英国はイングランド

スコットランド　ウェールズと北アイルランドの

それぞれの地域が個別の政府と議会を持ち，経済．

防衛，外交等を除く政策を決定する権利を待てお

り，住宅政策，及び高齢者福祉政策も均一に行わ

れている訳ではない。スコットランドにおいては，

1997年の国民投票の結果を受け．1998年には政府

と議会の設立を定めるスコットランド法

（Scotland Act）が成立，19994日こ最初の選挙が

行われ，スコットランド議会と政府が成立した。

1999年以前は　スコットランド回向の高齢者福祉．

住宅政策は異曲中央政府によって決定，運営され

ていたが　スコットランド政府設立後．その権限

はスコットランド政府に移っており言議会設立か

ら10年が経
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図1　住宅専門新聞であるハウジン
グ・スコットランド・トゥデイ

紙に高齢者住宅財団によるハ
ノーバー住宅協会の訪問が報じ

られた
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過した現在，

スコットラ

ンドの高齢

者福神，住

宅政策は，

よりスコッ

トランドの

地域性に即

したものへ

と変化を進

め，その独

回生は徐々

に増してい

る。高齢者

福祉におい

ても，高齢

者看護等の医療活動はイングランドではNHS

（NationalHealth Service：国民健康サービス），

スコットランドではNHSスコットランドにより

行われ，診察料はどちらも無料だが　イギリスで

は処方薬は有料，スコットランドでは無料である。

長期にわたる高齢者介護サービスもイングランド

は基本有料（地方自治体からの補助を受ける事は

場合によっては可能），スコットランドは基本無

料と違いがある。

2009年の12月に高齢者住宅財団の英国視察旅行

のコーディネーターとしてスコットランドで　高

齢者向け住宅の供給と運営，及び様々な高齢者向

け介護サービスを展開している非営利同体である

ハノーバー住宅協会（Hanover Housing

Association）を訪ねる機会を得た（図1）。本稿

では　ハノーバー住宅協会の活動の紹介をしつつ，

スコットランドにおける高齢者住宅についてまと

めてみたい。

2，スコットランドにおける高齢者政策

スコットランドの2006年の人目は512万人（英

国全体の約9％）であり，今後緩やかな増加を続

け，2031年には537万人でピークを迎え．その後

八川ま減少へ向かうと予想されている。しかし，

人目構成におけるもっとも大きな変化は，他の先

進国と同様に高齢者人口の増加である。現在65歳

以上の人は人口全体の21％であるが　これが2031

年には32％に上昇すると予想されている。、スコッ

トランド政府は2006年から2031年にがナて，60歳

以下の八丁」は減るが　60歳以上の人口は急激に増

加すると予想している（表1）。さらに，世帯構

成の縮小化による単身もしくは2人世帯の増加に

より，世帯数は人口増を上回り増加すると予想し

ている。2006年の世帯数は230万世帯であるが

スコットランド政府は，2031年には世帯数が270
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万世帯に増加すると予測している。これは，年平

均17，600世帯が増えることであり，それに対応し

た住宅供給が必要となると考えられる。また．実

際の世帯数の増加を年齢別にみていくと言高齢者

世帯の世帯数の伸び率が著しく高い事が予想され

ている（表2）l。

2007年にスコットランド政府が発行した「より

よい健康，よりよい看護：アクション・プラン

（BetterHealth，BetterCare：ActionPlan2）」（図

2）の中で　政府は高齢者の快癒，介護に関して，

高齢者がコミュニティーの中で独立して活動的に

生活できることの重要性を強調しており．そのた

めには，高齢者がコミュニティー内で音大療サービ

スや介護サービスに容易にアクセスできること．

そして，高齢者がコミュニティーの中で自立して

生活できるサービスが提供されることが必要とし

表12006年から2031年への人口予想増加率

国華碧1蘭画「圏‾「
一10％　　　　　　－10％

0－15　　　　　16－29　　　　　301嶋　　　　　45－59　　　　　60－74　　　　　　75＋

出典：Scotland’s PopLllation2008－The Registl・こ11・（諒lmll’s

AnnLlalReviewofDemogr：lphieTl・ellds154tllT克iti（m

GenerとIIRegisterOffieeforScotlとIIld．IHillburgh．2009

表2　世帯数の変化，1981年，2006年，2031年（予想）
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ている。そして同年，スコットランド政府は「す

べての我々の未来：高齢化するスコットランドの

ための計画（All our futures‥Planning for

ScotlandwithAgingPopulation）」3（図3）を発

表。このなかで政府は，2007年度には16，900万ポ

ンド（253億5千万円）（4の予算を高齢者帥ナの無

料介護サービスのために割り当て，5万人の高齢

者が無料の介護サービスを受けられるようにする

としている。また，高齢者へのテレケア

（TELECARE）と呼ばれる緊急連絡システムの

整備・住宅改善のための補助金，暖房費の補助金，

高齢者のバスの無料化，高齢者のためのタクシー
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図2「よりよい健康，よりよい看護
アクション・プラン」の表紙
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図3「すべての我々の未来：高齢化する
スコットランドのための計画」の表紙

1スコットランドの八°に関する統帥よ・Scotlと一nd・spopulation2008－TheRegistrarGeneral・SAnnualReviewof

DemographicTrends15411lEdition・Generと一lRegisterOffieeforScotland，Edinburgh．2009，より引用。

2　BetterHealth・BetterCare‥ActionPlan・TheSeottisrlGovernment．Edinburgh，2009

3　Al10urFutures‥PlannlngforScotlと一ndwithAgillgPopし直ltion・TheSeottishExecutive，Edinburgh，2007

′11ポンド＝約150円（2010年1月）
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サービスなど　高齢者がtH来る限りコミュニ

ティー向で　自立した生活を続けられるような具

体的な支援策を提示している。

3，高齢者向け住宅における住宅協会の

役割

戦後，深刻な住宅不足を経験した英国では

1970年代まで　住宅供給の多くを，地方自治体に

ょる公営住宅に頼っていた。しかし，1979年の

サッチャー首相率いる保守党政権による住宅政策

の変換により，住宅供給のフレームワークは大き

く変わり，保守党政権は，民間開発業者による住

宅供給の推進，そして持ち家の推奨を住宅政策の

中心とし．公営住宅の払い下げを実行した。さら

に，保守党政権は地方自治体への住宅建設補助金

の削減を行い，地方自治体による新規の住宅建設

数は劇的に削減され，地方自治体の公営住宅にお

ける役割は　公営住宅の供給と管理から，既存の

公営住宅の管理へと移行することとなる。こうし

た変化と剛寺に，中央政府は，地方自治体が行っ

ていた低所得者層や高齢者層へ向けた住宅の建設

を非営利団体である住宅協会（Housing

Ass。Ciation）へと移管，住宅協会を民岡開発業

者と並ぶ新たな住宅供給の主体として借置づげ

このフレームワークは現在へと続いている。

住宅協会の多くは　それぞれの地方に根ざした

比較的小規模のプロジェクトを主に行っていたが

1979年の住宅政策の変化を機に，その地相こおけ

る低所得者向けや高齢者向け住宅の供給の中心と

して活動することとなる。こうした住宅協会の建

設する住宅は，地方自治体の所有する住宅が「公

営住宅」と呼ばれるのに対し．「社会住宅

（SocialHousing）」と呼ばれ，住宅協会は中央政

府機関であ　る　住宅公社（the Housing

Corporation）に非営利の住宅供給団体として登

録することにより住宅協会補助金（Housing

AssociationGrant）を社会住宅建設のために受け

取ることが可能となる。中火政府は．住宅協会補

助金の予算を拡大，これにより．住宅協会による

住宅供給の拡大を行った。現在，中央政府から地

方自治体への新規公営住宅建設のための補助金の

交仙よされておらず，政府の補助金による住宅の

建設は住宅協会による社会住宅のみになる。）

新規の高齢者向け住宅は民間開発業者による分

譲．賃貸住宅，及び　住宅協会による社会住宅と

8

して提供される。新規の建設は行われていないが

地方自治体の所有する高齢者向け住宅もあり，現

在も，地方自治体により管理，運営がされている

ものもある。しかし，近年，こうした地方自治体

の高齢者住宅は住宅協会に，所有，運営が移行さ

れる傾向にある。まだ　こうした住宅協会は高齢

者住宅の供給のみではなく，高齢者向けの在宅ケ

ア・サービス，介護サービス等も提供している場

合がある。

4，高齢者向け住宅の種類

英国における高齢者向け住宅として代表的なも

のは　以下のようなタイプがある。

・ナ“シンク・ホーム　Nursing Homes

（看護付き高齢者住宅）

24時岡の医療設備，匪療スタッフを備えた高

齢者向け住宅。認知症，がん等介護目的が住宅

ごとに違い，それらの医療目的にあう設備，ス

タッフを備える。

・エクストラ・ケア（ベリーシェルタード）・ホーム

Extra Care（Very Sheltered）Homes

（要介護付き高齢者住宅）

自立した口常生活を送るために，より高いレ

ベルの補助（着替えや，ベッドからの寝起き

等）を必要とする入居者のためのサービスが提

供される。通常，24時間，スタッフが常駐し入

居者のケアにあたる。

・ケア・ホーム　Care Homes

（介護付き高齢者住宅）

24時間の介護は備えていないが　ごく簡単な

医療サービスや，入店者が自立した生活を送る

ための日常生活の補助（食事，入浴，洗濯等）

が提供される。

シェルタード（リタイアメント）・ホーム

Retirement（Sheltered）Homes

（健常者向け高齢者住宅）

介護を必要としない健常者に向けた高齢者向

け住宅。共有のラウンジ　食堂を持ち，個人ス

ペースはベッドルームのみといったものから．

通常の住宅開発に近く，l LDK，2LDKの

マンションタイプまで幅広くある。こうした住

宅の多くは24時間の管瑚人を置き，緊急のア

月刊住宅着工統計／2010・4



ラームシステムや食事，洗濯等のサービス等を

備えている。民間によって提供されるシェル

タード・ホームは，リタイアメント・ホームと

呼ばれる事が多い。近年ではリタイアメン

ト・ビレッジと呼ばれる．ゲーテイッド・コ

ミュニティー5の形をとる民「削こよる大規模な

シェルタード・ホームの開発も始まっている。

こうした住宅の購入，賃貸は高齢者に限定され．

販売価格も，通常の住戸よりも低く抑えられて

いる。通常の住戸と同様に，購入した住戸を不

動産会社を通して売る事も可能であるが　その

場合も購入者は高齢者に限られる。

ケア・ホーム，シェルタード・ホームに関して．
一般的には上記のように区別されていると考えら

れるが　現在，政府等による具体的な12甥iJの指針

はなく，地方自治体，あるいは住宅協会ごとに，

その定義の仕方が異なる場合もあり注意が必要で

ある。

5。ハノーバー住宅協会の活動

エジンバラに本拠を置くハノーバー（スコット

ランド）住宅協会6（以下ハノーバー住宅協会と

省略）は，イングランドで高齢者住宅提供の活動

において，最大手の住宅協会，ハノーバー（イン

グランド）住宅協会のスコットランドにおける活

動団体として，1979年に設立された。2009年12月

現在，スコットランド内においてハノーバー住宅

協会の提供，管理する住宅は5，118戸で　これは，

スコットランド内で低所得者帥ナ高齢者住宅を提

供する住宅協会としては最大の規模である。提供

している住宅は，シェルタード・ホームを中心に，

ェクストラ・ケア・ホーム（ハノーバー住宅協会

ではベリー・シェルタード・ホームと呼んでい

る）など　住民の介護のレベルにあった様々なタ

イプの住宅を提供している。ハノーバー住宅協会

÷）ゲーテイッド・コミュニティー（gatedeommLlnity）

の提供する住宅の75％が賃貸住宅であるが　残り

の25％は住民との資産共有7による住宅である。

こうした住宅協会の多くは，その活動のための財

源の多くを住宅公社からの住宅協会補助金に頼っ

ているが　ハノーバーも例外ではなく，2008年度

の収支をみてみると．財源の75％，14，600万ポン

ド（219億円）を，住宅協会補助金が占めている。

その他の財源は銀行からの借入金2，400万ポンド

（36億円），ハノーバー住宅協会の自己資金700万

ポンド（10億5千万円）である。さらに，賃貸料

などによる収益が2，450万ポンド（36億7，500万

円）加わる。それに対し主な支出は，住宅建設，

維持管理に17，300万ポンド（259億5千万円）で

ある。

こうした住宅協会によって提供される高齢者住

宅の家賃は，その規模，介護の内容，地域によっ

て違うが　スコットランド向であれば　一般に週

100ポンドから200ポンド（1万5千から3万円：

高齢者向け住宅内で提供される介護等のサービス

料金，光熱費を含む）程度である。これは，民間

の介護付き高齢者住宅の介護料を含めた家賃が週

500ポンド（7万5千円）程度である事を考える

と格段に低く抑えられていが。こうした住宅協

会による高齢者向け住宅の入居者は，経済的な理

由から民間の高齢者向け住宅が利用できない等の

理由で　それぞれの地域の地方自治体の社会福祉

課，もしくは住宅課から推薦され，優先的に入居

している。現在，英国における国民年金は週

90．70ポンド（13．600円）である。この年金のみ

では，こうした高齢者住宅の家賃を支払う事は不

可能であるが　必要に応じ　地方自治体の提供す

る低所得者向けの家賃補助（Housing Benefit）

を利用する事により，家賃，介護等のサービス料

金を家賃補助によって支払う事が可能になる。家

賃補助では高齢者住宅内でサービスの一環として

提供される食事の費用を賄う事はできない。しか

し必要に応じ　地方自治体からの介護手当

住宅地の周囲を高い堀等で囲い，ゲートをつけて住宅地向へ

の住民以外の出入りを著しく制限してセキュリティーを高めた住宅地開発。）
（う　正式名称はHanover（Scotland）HousingAssociationLtd．

T sharedEquity一住宅の一部を住宅協会の所有とすることで　住宅の販売価格を下げる手法。）

8　一般に，民間のケアホームの入居に係る費用は年間25，000ポンド（375万日）といわれている。しかし，スコットラ

ンドにおいてば　個人の資産（貯蓄．所有不動産等）の合計が13，750ポンド（206万日）以下の揚合は　地方自治体に

よって入居の費用が支払われる（、個人の質産が13，750から22．500ポンド（206万から338万円）の場合は．資産欲に応

じた補助金が地方自治体から支払われる。そして，質産徹が22．500ポンド以十の場合は，原則，地方11日台体からのケ

アホーム入居に係る費用に対して補助金は得られない（）補助金を得るための個人資舶こ関しては　イングランド　ス

コットランド　北アイルランド　ウェールズでそれぞれ違う限度徹が定められている。
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（attendance allowance）を受けとる事により，

食事の費用に当てる事も可能である。まだ　高齢

者向け住宅の住民も地方税を納める義務があるが

必要に応じて地方税手当（council tax benefit）

を地方自治体から受けとり，地方税の支払いに当

てる事も可能である。

6，ハノーバー住宅協会による高齢者住
宅－コリンシール・コート

先にも述べたように，ハノーバー住宅協会では

5，000戸を超える住宅を所有．管珊しているが

それぞれの集合住宅開発は比較的小規模であり，

その多くが1開発あたり20戸から40戸の間で構成

されている。これはそれぞれの集合住宅開発が大

規模になると病院施設のようになってしまうこと

を避けるためである。今回視察した30戸の住戸を
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図4　コリンシール：エントランス

（デイケア・エリア）－　床材
等外部と同じものを使用し，外
部からのつながりを重視してい
る

図7　コリンシール：住棟部は平屋
の住戸と2階建ての住戸が中庭
を囲んで構成されている
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もつベリーシェルタード・ホームとデイケア・セ

ンターの複合施設であるコリンシール・コート

（ColinsheilCourt）は，2003年に完成，エジンバ

ラから車で約1時間のアーマデールにある。建物

は大きく2エリアに分かれており，正面入りLJ側

は受付，会議室，食堂，カフェなどを持つデイケ

ア・センターのエリアであり，その後部にある，

中庭を囲む形で住戸が配置された住民の居住エリ

アとはセキュリティー付きの扉によって仕切られ

ている（図4－8）。各住戸は寝室とリビング

ルーム，キッチン，浴室／トイレで構成され，住

民ができる限り自立して生活が続けられるよう，

自立を支援する様々な介護，または看護に対応で

きるように余裕を持って設計されている（図9）。

さらに，それぞれの住戸が住所，郵便受けを持つ

等，それぞれの住戸が独立したものである事を印
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図5　コリンシール：エントランス

（デイケア・エリア）一　左側
が住宅棟，右側がデイケア・エ
リア
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図9　ハノーバー住宅協会の提供す
る一般的な住宅の平面図（ハ
ノーバー住宅協会パンフレット
より）
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象づけるような工夫もされている9。住棟内には

介護浴槽を備えた共有の浴室もあり，入居者がよ

り高度な介護を必要とするようになり，各住戸向

に備え付けられている浴室で入浴ができなくなっ

た場合においても対応できるようになっている。

コリンシール・コートのl LDKの住戸の家賃

は673．79ポンド（10万1千円，2009－2010年度）

である。この家賃は修繕等のための積み立て金，

共有部管理費，1日2回の食事（昼食及び夕食），

そして介護スタッフ（昼間3名，夜間1名）の費用

を含む。住戸内で使用された電気及び水道代，そ

して地方税は別となる。コリンシール・コートの

ほとんどの住民は先に見た様な家賃補助，介護手

当，地方税手当を受けとり，家賃，食費．税金の支払

いに当てている。

住宅協会の住宅デザインに関する指針としては

スコットランド政府の出版しているハウジング・

フォー・ヴァライング・ニーズ（様々な用途のた

めの住居）10が使用される。これに加え，ハノー

バー住宅協会では認知症の入居者のための住宅と

共有部分のデザインに関し，スターリング大字認

知症サービス開発センター11からのアドバイスを

元に設計をしている。

7，ハノーバ”住宅協会による介護サービス

ハノーバー住宅協会では高齢者向け住宅の供給，

管理のみではなく．コミュニティーに向けた高齢

者向け介護サー　ビス　と　して，テ　レケア

（TELECARE）と呼ばれる24時間の電話応答に

よる緊急時のアラーム・サービスの運営．そして，

エジンバラ地区においてのみであるが，在宅介護

サービスの提供を行っている。

ハノーバー住宅協会では　テレケアのサービス

を1987年に開始，スコットランド向で現在25．000

人以上にサービスを提供している。電話による緊

急時の連絡のみでなく，様々なアラームの種類を

組み合わせて利用者のニーズに合ったサービスを

提供している。一例としては，浴室やトイレの扉

にセンサーを取り付け　利用者が浴室やトイレに

入ったのを察知した後，ある一定時間がたっても

出てこない場合，利用者が浴室やトイレで倒れて

（）こうした高齢者向け住宅は　通常の集合住宅と違い．

に住所を持つ事はめずらしい。）

いるなどの事態を想定し，テレケア・コールセン

ターに自動的にアラームが送られる。それを元に，

テレケア・コールセンターからその住居の管理人

に連絡が入り，実際に利用者の安全を確認するな

どのシステムである。

現在，ハノーバー住宅協会ではテレケアも在宅

介護サービスも営利事業として行っており，地方

自治体の提供する社会福祉サービスの一環として

の，無料の高齢者向けサービスとしては提供され

ていない。しかし，ハノーバー住宅協会では，今

年度より，地方自治体の募集するこれらのサービ

スへの入札に参加，積極的に地方自治体の提供す

る公的なサービスの一環となれるよう，事業を拡

大していく予定との事である。

8。まとめ

LJ本同様．急速な高齢化という問題を抱えるス

コットランドの社会であるが　在宅介護を中山こ，

高齢者がより自立した生活を送るためのサービス

を中心とした高齢者福祉の今後を探るスコットラ

ンドの取り組みは　今後の日本にとっても参考に

なる事が多い。まだ　政府に代わる公的な高齢者

住宅の供給主体である住宅協会が　より包括的な

高齢者向けのサービスに向け　住宅供給という
ハード幅のみではなく，テレケアや在宅介護等の

ソフト面にも積極的に進出している事は注目に値

するであろう。しかし，こうした住宅協会の活動

は　低所得者軸こ向けたものであり，多くの高齢

者は，高額な介護付きの高齢者向け住宅の費用を

自費で払っているのが現状である。セーフティー

ネットとしての低所得者向け住宅が整備される事

は，社会にとって重要な事であるが　それと同時

に，一般の高齢者が安心して，必要以上の経済的

な負担を強いられる事なく介護サービスや．介護

付き高齢者向け住宅等を利用できる仕組みを整備

する串も重要であろう。本稿では．住宅協会の提

供する高齢者向け住宅を通し．スコットランドの

高齢者住宅について述べてきたが　これらの住宅

の今後をみていぐ上で　住宅協会の活動と同時に，
一般の高齢者に対する政府の対応が重要になって

くるであろう。

l棟でl住所と見なされ，個別の住民がそれぞれの部屋ごと

10JudithPickles．HousingforVaryingNeeds∴rheStとItionZIryOffice．I温nburgh，1998

ll stirlingUniversity，DementiとlServieeDevelopmentCentre
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